















































































































































































































































































19 7 5　～　19 7 919 7 0～19 7 4年1 960年代分野
前列
(1978) (19791977)










































































































































































































































































の積とたる。例えば，（ろ２×ろ２）画素数の漢字パターンを, J I S第２水準まで含め















　例えば，画素数が（１６×16), (52×ろ2 ). (64×6 4), (128×12 8)
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字種で基本行パターンの個数が5, 0 0 0個となり，１字当り平均１０個の割で基本行
パターｙの個数は増加する。また,(18×１６）の漢字パターンでは約1, 0 0 0字























































１ 1,7ろ４ 4,0 8 0 ＆４ Ｚ７ 1,5 0 9 1,7 2ろ
1/2 1,7 6ろ ２４０ ９ろ.8 2 6 4.5 6,9 9 9 １ろ
1/4 1,7 0 0 １６ １００ 7,6 5 0 ろ4,2 3 0 ０
（２４×２４）
１ 1,0 0 0 9,5 0 6 0.05 ９５ ７２１ 7,1 7 6
1/2 2,ろ６６ 1,9 9ろ 4 8.7 ４８ 1 0,1 9 9 ４１８
ソ4 2,4 0 0 ６４ １００ ろ,6 00 6 0,6 0 2 ０
（ろ２×ろ２）
ソ2 ろ,0 0 8 ろ,96 1 6.0 4 8.6 4 9,5ろ４ 1,0 1 9
1/4 ろ,００８ ２ろろ ９１,０ 1,6 5 2 1 5 8,5 7 8 １３








×１００ （2. 7 ）
2. 2.ろ　行パターンの最適分割



















































1/4 1/2 １ 1/4 1/2 １ 1/8 1/4 1力
４ ８ １６ ６ １２ ２４ ４ ８ １６
エ　　ト　ロ　ピー ろ．１６ 5.8ろ 1 0.7 0 4.2 1 ７､７６ / 2.2 5 4.1 6 Ｚ４９
相　互　情　報　量 0.4 9 0.9 6 / 0.6 6 / / 0.ろ４ 0.8ろ /
同表で相互情報量は式（2. ？ ）から
7（Z）1，7）2）＝2亙（円）一耳（ら） ( 2.1 0 )
で算出したものであり，各部分パターソ几い＝１，ろ）がもつエソトロピー
∬（馬）は
^(/)■) = - j p りlog 2 几ノ ( 2. 1 1 )
で求めたものである。ここで弓jは部分パターンの集合馬の要素几ｊの生起確率で
ある。












ソ4 1/2 １ 1/4 1/2 １ 1/8 1/4 1/2

























































( 2. 1 2 )
で与えられる。（付録2.1 )
　･% = ^ 6の場合について式( 2.1 2 )に従った黒ラン数の分布を図2.4に破線で示
している。











- （2. 1 ろ）




　関数R { n. r )は，長さ,lの行パターン内にｒ個の黒ランを含む行パターンの個
数が長さいZ:）理論的に使用可能な行パターンの全個数内に占める比率を与えている。






















Rin, r) ( 2. 1 5 )
　ここで. S(r)は漢字パターンにおヽいて現われた，黒ラｙをγ個含む行パターン
の個数，7･7,＝は１個の行パターン内に含まれた最大の黒ラン数である。























分　　　割 １ １／２ 1/4































































Ｚ（ピット） ５ ４ ５ ６ ろ ４ ５ ６



















変化画素数 ０ １ ２ ５ ４ ５
分　布（悔） 2 5.ろ６ 1 4.8 7 ＩＺ６ろ ９４５ 6.9ろ 5.4 2
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２



































　この結果，最短符号長Ｚ＝５のとき，符号データ量のみの圧縮率としてη2 = 0.59 3
基本行パターｙの集合｛み｝がもつデータ量に対してη1＝0.018となり総合の圧縮
率としてη= 0.6 1 1か得られ，データ量を約４０価削減することができた。
　（１８×１６）の漢字パターンについても同様に，最短符号長をＺ＝５としたとき，
1／2行パターンの連続を考慮することに工りろ６ピット／字，約1 2. 5価のデータ






































































　モリ( R P M ) . CMフドレスレジスタ, R P Mアドレスレジスタ，連続数レジスタ，
　アドレス切換部，それに全休を制御する制御部からたっている。












































































































































































白ラン 黒ラｙ 白ラｙ 黒ラｙ
平均ランレｙグス 4.0 4 6. 0 0 4.9 1 2.8 1 8.1 2 2.8 9
ラン当りのエントロピー
　　　　　　（ピット）
2.9ろ ろ.ろ８ ろ.ろ５ 1.8 0 ろ．９５ 1.8 2
１字当りのランの個数 1 4 2. 8 1 7 0.8 ８ろ.2 ５Ｒ７ 1 0 1.ろ ６９５
与－タ圧縮率（多）










































































































／／ ／／／ ／ ／ ■ ／ ／／ ／／ ／
／／ ／／／ ／／ ■ ／ ／／ ／／ ／
／／ ／／ ／ ／ ■ ／／ ／／ ／／ ／
／／ ／／／ ■ ／ ／／ ／ ㎜ ■ ■ ■ Ｉ Ｉ
／ ／ ／ ／ Ｉ ／／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／Ｉ
／／ ／ ／ Ｉ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／ ／
／／ ／／
Ｉ
／ ／ ／ ／ ／ ／／／ ／
／／ ／ ■ Ｉ ／ ／ ／ ／ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ Ｉ
／／ ／ ■ Ｉ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／ ／ ／ ／
｜
／／ ■ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／／ ／／ ■
／■ ／／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／／ ／／ Ｉ
／ ／ ／ ／ ? ／ ／ ／ ／ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
／ ／ ／ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／ ／／ ／
Ｉ
／ ／／ ／ ■ ／ ／／ ／／ ／／ ／／ ／／ ／
■
／／ ／ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／ ／／ ／
／／ ／ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ■ ／ ／／ ／
／ ／／ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／ ■ ／／ ／
／／ ／ ／Ｉ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／ ／ ／ ／
／ ／ ／ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／／ ／／ ／ ／ ／
／ ／ ／ ／ Ｉ ／ ／ ／ ／ ／／／ ／／ ／ ／ ／
／ ／ ／ ／ ■ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／／／ ／／／



























面積率個数＊ 平均長 分散 エントロピー 個数＊ 平均長 分散 エントロピー
ランレｙグス法 1 0 1.4 8.1 5 1.0 ろ．９５










黒ランの個数 ０ １ ２ ろ ４ ５ ６ ７ ８ ？ 平均個数
エント
ロピー
個数分布 4.556 ろ,849 6,5ろ５ 5,74ろ ろ,469 1,208 189 45 ろ ろ
2.2 2.51bit














　変形ランレングス法にエる，サイズ( m X m )の漢字パターンの１個の符号量を
Ｑ（，）とすると，黒ラソの個数を示す個数指定符号量Qi (m)とラッレッグス符号
量Q2（，）の和として








Q2（，）＝Ⅳ（，）（４（・）十哩（－）） ( 2. 2 1 )
で与えられる。











2 ) = 6 9. 5
2）＝ろ．７５






C ( m ) =
8 0.5
ろ８Ｚ１




( 2. 2 2 )
で定義するとき, C(32)=2. 19が得られる。
　一方，従来の白黒分離ラｙレングス法では表2. 8 に示した値から，データ圧縮
比Ｃ（ろ2 ) = 1.8 2とｶ:る。
　この結果，変形ランレングス法は，従来のランレングス法に比較して，データ圧縮
比で約２０釦こ)改善が図られることになる。なおヽ，黒ランから始まる行パターンに対





　符号化方式である，変化点相対アドレス符号化方式( Relative Add r e s s Coding:




















































( 2. 2 5 )
となる。
　今，サイズ（・ｘｍ）の多数の漢字パターンの集合を考え，その平均としての漢字




　　　　４(ｍ)＝4(ｍ)十岐(戸) ( 2. 2 6 )
　ここで, Nim) , S(m )は漢字パターｙｌ個当りの黒ランとストロークの平均個









































　表2. 1 1に示した各変数の実測値を式( 2.2 6 ）に代入して符号量0(32)とデー
タ圧縮比Ｃ（ろ２）を求めると次の工うになる。




) = 2. 5 ４
Ｓ（ろ2 ) = 1 1. 5
４（ろ２）＝４（ろ２）十指（ろ２）




































　　　　　　　　表２．１ ２　Ｒ Ａ Ｃ 方式用データ
レ犬二 垂直モード 水平モード 一括モード
符号化画素数 ８ 2,1 9 9 ろろv4 8 5 1 1 5, 6 8 4
平均符号化距離
　（絶対値）
0.9 3 6.5 1 2.5 5
エントロピー脊 1. 8 6 2.9 0 ろ.0ろ
･x一　正，負の異なる符号化距離は別事象として算出
この結果, R A C方式に工る漢字パターｙｌ個当りの符号量は，
Ｑ（ろ２）＝





















　　　　Ｑ（π）＝=＝％（mo）　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2. 2 7 )
　　　　　S(m) = S(mo)　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2. 2 8 )





































































　　な（ら）＝息o（≒）　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2.5 6 )
　　　　　　　　i＝〔j八〕
　　　　　　　　　　　　　　　i ― 1,　29 ……9　mg［
> = 1 . 2.……， km0












































　図2. 2 ろにｙを゛ラメータとしてJ (k, y )のグラフを示す。
　1.0　　　ゐ　　　2.0　　　　　　　　ろ.0







　佃（ん・mo) =- 9- 1092ん－ｊ（ｋ，　ｔｐ（mO））
　　　　　　　　７0
( 2. 4 0 )



















































































































































































0.75 0.74 0.9 8 0.9 7 0.6 8 0.8 5 0.9 9 0.9 7 0.9 7 1.0 2 0.98 1.0 4 0.74 0.8 6 1.18 1.21
1.0 1.0
1.5 1.5 0 1.0 0 1.0 1 1.44 1.1 4 1.6 6 1.ろ１ 1.0ろ 0.98 1.01 0.9 5 1.57 1.1 6 1.47 1.4ろ










　この結果，式( 2. 2 7 )～式( 2. 2 9 ）の各式が近似的に成立することか実験的に
確認された。
　また，図2. 2 5に実測した周辺差分のエントロピーの基準サイズに対する柑対変化
４（を）を破線で示している。左周辺差分，右周辺差分はそれぞれ，式( 2. 4 4 )で





























　　式（2.2 7 ) , ( 2. 2 9 ) , (2.ろ７）おヽ工び（2.ろ８）に従って変化することか
　　ら，これらを式( 2. 1 9 )～( 2. 2 1 )に代入して，漢字パターｙｌ個当りの符号
　　量は，サイズの変化倍率んの関数として
Ｑ(ん・mo) = Q(mo)・ん十Nimo) (2一竺'±) .k ・l0g2fc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７0









( 2. 4 7 )
logok／Ｑ(mn)
となる。
　式( 2.4 7 ）に変数の実測値を代入すると漢字パターンに対するデータ圧縮比の
予測式として次式を得る。

















- O－÷) Iog2 0 -÷) ( 2. 5 0 )
である。（付録2.5 )


























( 2. 5 2 )
　0.75　　1.0　　　　　　　1.5　　　　　　　2.0
　　　　　　　A; ( = m/rriQ )
図2. 2 7　データ圧縮率の相対変化
(ii)周辺符号化方式













　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 2.5 5 )
　表2. 1 1に示すサイズ（ろ２×ろ２）の漢字パターンの実測値を上式に:代入する
ことに工り，符号量は次式で与えられる。
Ｑμ･mo)= 69.5 k{ロ4吋(だ) + 2.54ｒｌ(０)
　　　+ 11.3〔( 1 1.4 + 5.7logo0 － {口４増(ん)+2.54/f(ん)}〕

















































　式で近似でき，その勾配は（５２×5 2 ) CD漢字パターンの圧縮比で正規化したとき，変
　形ラｙレングス法と周辺符号化法で，それぞれ, 0.6と1.ろとなることを示した。
－67－




N　(ｕ ， ７） 一一 __１
(2r)！









始点が＆（１∠だ∠71）の黒ランの配置の方法N ( n ，1；ん）は
Ⅳ( 71, 1 ; fc ) = n- ( A:- 1 ) （付2. 1. 2 )
で必る。























となり, r= 1で式ぐ付2. 1. 1 )は成立する。
　γ＝ｒで式（付｡2. 1. 1 )が成立すると仮定する。






数は式（付2. 1. 1 )より
　石乱万{ ( i - 2 ) - 2け－１）｝・｛ｏ－２｝－２（ｒ－１）十口……（ｊ－２）・（ｊ－１）
である。




{ ( i - 2 ) - 2 r r - 1 ) }・｛ｏ－２｝－２卜＋1）十Ｏ
　　　　　　　　　　　……C i - 2 )・f i -1)・ぐn - j i-^ )］
となる。上式は更に次のように変形される。
　″Ｄ’ r + 1 )二丿＋1（石十戸り－２ｒ）り-2 r + 1 )……ぐｊ－２）・C i - 1 )
　　　　　　　　　　　　　　い－ｊ＋1）］
J= j - 2 rとかいて
　　　　　　　　　n-2r













（付2. 1. 4 )
を用いると, N ( n ，r＋1）は更に次のように変形される。
N ( n ，r＋1）＝
( n + ^ )





ぐ2 r ) !　２
　　　　　１





　　fn- 2 r- 1 )！
ｏ･- ２r+2 ri-1




゜{ 2 (r-M ) } !°(n-2 r- 1 ) !
１
り１－ぐ2 r-t-1 ) ( n+^ ) !
ｒ“
し－２０Ｄ－２ｒ＋1）・　‥‥‥‥71 ・ い1＋1）
となタ, r = r +1に対して屯式（付2. 1. 1 )は成立する。
　故に式（付2. 1. 1 )は一般のｒに対して成立することが証明された。
－70－
付録2.2　式( 2.5 7 )の導出
　式（2.ろ４）の右辺第１項を定数Ｃとお･き，式( 2. 5 ３ ）と（2レろ６）を用いると式（2.
ろ４）は以下のように変形される。































































゜log 2 0 °ｙＷ（゛0））’０ ‘ ｙＷ（゛゜) - 1 )log 2
（1“1・ｙj（mo;））





＋（ゆぐ句-1）･log 2 o 一司丿『了』








































































































　縦サイズと横サイズがそれぞれ，。九の漢字パターンを( m X n )の漢字パターン
と表記する。


































































































































-- 一 一 一 一
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　　　　　　　?（Ｉ，Ｊ）＝α( ^ , j)
　　　　但し．




















　　　が（Ｉ，Ｊ）＝ａ　C i　，j）　f or a ( i, f) = 1
　　　Ｉ＝〔ｉχＲ£十〇● ５ 〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　( 3. 5 )
　　　Ｊ゛〔ﾉ‘×町十〇｡ 5 〕
　　　t = 1 , 2 ,･･･, m ，　　> = 1 , 2 , ･･･，71
　㈲　拡大サイズ変換の場合
　　　が（Ｉ，Ｊ）＝　ａ　( i ， ｊ）　for　a( i, j‘）＝1
　　　〔i XRv十〇｡5〕≦Iく〔（£＋1）ＸＲｉ十〇｡5〕
　　　〔ﾉ’ＸＲﾉ゜十〇。５〕≦Ｊく〔Cy + 1 ) xR,-十〇｡5〕　　　　　　　　　　　　　　（5. 6 ）
　　　t ― 1 , 2 , ･･･, m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　ﾉ゜- 1 , 2,　･･･，３












































































　（ａ）周辺分布：X C > ) , Y C i )
XC > ) 一一






a(　i, 　1･），ｊ =１ ，2，・･･≫ n
　.αC i, j ),　ｉ＝１，２，…，ｍ
１
C 5. 7 )
　　X C ;･ ) , Y C i )をそれぞれ横周辺分布，縦周辺分布とよぶ。(73)
（b）変化画素分布：ＤＸ（ｊ），ＤＹ（ｉ）
－84－
二二∧二 C 5. 8 )
　　ここでa ( 0 , j )＝　ａ　(　i　，　Ｏ）＝０とし，ｅは排他的論理和を示す。
（c）最大連続黒画素分布：M X C > ) , M Y C i )








　　上記の分布の定義から，横直線の大多数は縦周辺分布Y C £ )の極大点を与え





















































































①　〔番号ｉの行の重みWR ( i )〕
　　　ＷＲ（£）＝ＣＩ・DYC i )十Ｃ２・ＭＹぐｉ）　　　　　　　　　C 3. 1 0 )
②〔番号ｊの列の重みwe c y )〕
　　　ＷＣ（ｊ）＝ＣＩ・ＤＸ（ｊ）十Ｃ２・ＭＸ（ｊ）　　　　　　　　　C 5. 1 1 )











　(b) C2 = 0の場合
　　　この場合には変化画素分布のみによる重み付けがなされるごとになるが，各
　　縦横直線および線分間隙を構成する行，列の内，最低１個は大きな重み付けが











































;'= ; + i
(但し, a(i, 0)=0)









































































































　 ● ● ● ●
































　 ● ● ● ●










































































































































































　 ● ● 寸 ●
● ● ● ●
　 　 ● ●
　 　 ● ●
　 　 ● ●














































● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ●
● ●
● ● 　 ●
● ● ● ● ●
l ● ● ● ● ● ● ●
● ●
● ● 　 ● ●
● ●
● ● ●
● ● ● ●
● ● ● ●
● 丿 ● ●
● ● ● ● ●
● ● ヽ ● ● ●
● ● ● ●
???????｝?―?????????―?
　 　 ● ● ● ● ● ● ●
　 　 　 ● ●
● 　 ● ●
● ● 　 ● ●
● ● 　 ● ●
● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ●
　 ● ●


























































































































･ ● ● l
● ●
● ●
　 ● ● ● ● ●
　 ● ● ● ● ●
　 ● ● ● ●
　 ● ●
　 ● ● ● ● ●









































































































































































































































●●●●●●●● ???‥????? ． ?…??…
??
???????
　 ● ● ●
　 ● ● ●
● ●
　 ● ● ●
　 ● ● ●
































































　 ● ● ●
● ●
● ●
























































































　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● ● ●




























● 嘩 ● ●




















































Ｓ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
? ? ? ???
●●●●●●●●●●●



























● 　 　 ● ●





















● ● ● 　 ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 幽
● ● ● 　 ● ● ● ●
● ● ● 　 ● ● ●
Ｓ ● ● ● ● ●
● ● ●
･ ･ ･ ･ ･ ･
● ● ●
　 　 参 　 ● ●






















































● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 　 ●
　 　 　 ● ●






























● ● ● ● ● ●
● ●


















● ● ● ● ●
● 　 ●




























● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●




● ● ● ● ● ●
　 ● ●
　 ● ● ●




























● ● ● ● ・ ・ ● ● ・ ● ● ● ●
　 　 　 ● 　 ．








・ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 　 　 ● ●
● 　 　 ● ●
● 　 　 ● ●










● ● ● ●
● ● ●

























　 ● ● ●

































● ・ ● ● ● ● ● ● ● ●






















































● ● ● ●








● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 　 ●
　 　 　 ● ●
　 　 ● ● ● ● ● ● ●





















































● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●




| ● ● ● ● ● ●
　 ● ●
　 ● ● ●














●●● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●




● ● ● ● ● ●
　 ● ●
　 ● ● ●
● ● 争 ● ・ ●
｜ ・ ●








































● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
●●
●●












● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 　 ●









● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 　 　 ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ●
● 　 　 ● ●
(26×２６)
　 ● ● ●
● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●













































　 　 ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ･
　 　 ● ● ●
　 ● ● ●
　 ● ● ●
● 　 ● ●





● ● ● ● ● ● ●
● 　 ● ●
● ● ● ● ● ● ●
● 　 ● ●
● ● ● ● ● Ｓ ●
● 　 ● ●
???…
? ?





： ： ： ｜ ：
● ●
　 　 ● ●
● ● ● ● ● I
　 　 ● ●
　 　 ● ●
　 　 ● ●
● ●







● ● ● ● ● ● ● ● ●
●●
● ●





















































































? ? ?? ? ?
? ? ? ? ?































































































● ● ● ●







● ● ● ●
● ● ●
● ● 　 　 ● ●















































































? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?
?．??????．??????????．．? ．
（26×26）
　 　 ● ●
　 　 ４ ● ● ●
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?????? ??? ?? ??? ??
　 ● ● ●







































? ? ? ?
●●●●●●






　 ● ● ●
●●・●●●
●●●●●●．??
● ● ● ● ●
　 ● ●



















? ? ? ?




　 　 　 　 　 　 ● ●
　 ● ● ● ● 　 　 ● ● ● ●





































● ● ● ●
　 ● ● ●
　 ● ● 畢 ●










● ● ● ●
　●●
●●●● ? ? ?
　 　 　 　 　 ● ●
● ● ● 　 　 ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● ● ●
●●●●●●●●●
? ? ?












● ● ● ●
????




























● 　 　 ● ●
● ● ● ● 　 ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
●●●●●・･ ･･･a
゛ ‘ 　 　 ● ●
● ● ● ● 　 ● ● ●












































者 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　 ● 噺 ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● 考 ● ● ● ● ● ● ● ●
鳥






● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 　 ●
　 ● ● ●
　 ● ● ● ●









































































































　 　 　 ● １ ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 　 ●
　 　 　 ●








































● ● ● ●























● ● ● ●





























































































































● 　 ● ●








































　 　 ● ●
l ● ● ● ● ● ● ●
| ● ● ● ● ● ● ● ●
　 　 ● ● ●
　 　 ● ●
　 　 ● ●
● 　 ●
● ● ● ●
･ ･ ･ ･ ≪
　 ● ● ● ●
　 ● ● ●
　 ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ・ ●





● ● ● ●
● ● ● ● ●
　 ● ●
● ● ● ● ●

























　－ンを例Ｋとって, K= 8 , 4, 2とした時の縮小サイズ変換の結果を示している。
　　なお，この処理例では，文字バランスの改善効果の評価を目的とし，線幅０統一



























































(52 X 52)(50 X 50)(23 X28) (26×乙)(24×24)
(22×22)〔2〕×２〕)(18×18)(16×16)
奮奮奮奮奮奮






























































































































































　なお，表ろ｡1に示した変換パラメータは・= 24,M=18, w = 2 , W= 1 , c£
= 2 , D= 1となる。
　同図で破線に沿った○印は式（ろ｡5）で与えられる比例法による対応関係を示し，
実線で結ばれた□，朧，＊の各印は線分の比例配置法による対応関係を示している。































　　( J ) , Yぐｉ）と式C 5. 8 )で
　　定義される変化画素分布ＤＸ（ｊ），
　　DY C t )を作成する。







































　　前述の処理で選出された候補列に対して変化画素分布D X c y )を用いて線
　分を確認する。






























　　　　　JニＬα(ﾉ‘)゜Ｔら(ｊ‾ﾉ｀α＋1)＋j(九)　　　　　　　　　　C 5.1 8 )
　　　　　几≦ﾉ'≦}　ａ＋zα－1



























P C ;･ ) = ぐﾉ‘－１）＋1
－105－
（ろ.19)









　特に，関数Ｐり）は列番号ｊに関する１次関数であるため式ぐ3. 1 9 )で
















　例ではu, = 2 , W= 5 , <i= 2 , D= 4である。




























ｊ（几）＝Ｐりa + ia-1 )一指）（４）
－107－









































U） ４ Ｗ Ｄ 八 １ ２ ５ ４ ５ ６ ７ ８ ９
１ １
１ １
１ １ / / / ノ ノ ノ ノ /
５ １ ２ ろ / / / / / /
２ ２
１ 1,2 / / / / / / / /
５ 1,2 ろ,４ 5,6 / / / / / /
ろ ろ
１ 1.2,3 / / / / / / / /
５ 1.2.5 4,5,6 Ｚ ８,９ / / / / / /
２ ２
１ １
２ １ １ / / / / / / /
６ １ １ ２ ２ ５ ５ / / /
２ ２
２ １ ２ / / / / / / /
６ １ ２ ５ ４ ５ ６ / / /
５ ろ
２ １ 2,5 / / / / / / /
６ １ 2,5 ４ 5,6 ７ 8,9 / / /
ろ ５
１ １
ろ １ １ １ / / / / / /
９ １ １ １ ２ ２ ２ ろ ろ ろ
２ ２
ろ １ １ ２ / / / / / /
９ １ １ ２ ５ ５ ４ ５ ５ ６
５ ろ
ろ １ ２ ５ / / / / / /
















































































● ● ● ・





● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・
● ● ● ■ ● ・ ・ ● ● ● Ｗ
● ● ・ ● ●






● ● ● ● ● ●




● ● ● ● ・ ● ● ●














● ・ ・ ・
























● ● ● ●
● ● ● －





























● ● ● ■ ● ●
● ● ● ● ・ ●
● ● ● ● ● ●























●●●●●●●●゜●●●●．．．●●●●・●‥・● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
































φ ● ● ●
● ●













● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● 丿 ● ● ● ● ●
●・●・●●・●・●●●●●・φ
●●・●●●●●●●●●●●・●
● ● ● ● ● ・ ● ● ●
■ ● ● ● ● ● ●
● ● ● ・ ● ● ・ ?????????↓
● ● ● ・































● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ・ ・ ●
● ●






? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
●●●●●
●●●●●
● ● ● ● ● － ● ● ● ● ●
● ● ● ● 帰 ● ● ● ● ● ●
● ● ● ●


















●●●●●●? ? ? ? ? ? ? ? ?
φ ●
● ●
? ? ?? ー ?
－ ●
????????????













































































































































































　Ｎ(ＩＣ十1, Jc) = O
N(Ic-1, Jc) = 1,
　Ｎ(lc十2. Jc) = O
N(Ic, JC + 1) = 1.
　Ｎ(lc，Jc－1)＝0




N(Ic-1, Jc) = O
原文字パターｙ上の４
点が
0(lc-1, jc-1 ) = 1
















Ndc. Jc + 1)=1
Ｎ（ＩＣ－１，ＪＣ＋1）＝｛Ｉ


















　　　しかし，拡大サイズ変換の場合は乱れK 0 , K 1以外の乱れが生じる。例えば，
　　　「乱」や「互」にみられるように，こう配がＯに近い緩やかな傾きの斜線や，こ
　　う配が≒に近い急な斜線において斜線幅の表現が不自然となる。
　　　図3. 2 2に緩やかなこう配の斜線を例に周辺分布Y C t )と変化画素分布D Y
　　　（ｉ）を示す。斜線を含むろ個の行の周辺分布値Ｙ（４），Ｙ（５），ＹＣ６）







































































































































































● ● ● 丿 ● ● ● ● ●












● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ・ ・







● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －










● ● ● ● ● ● ●




































C 3. 3 5 )゜mn
ぐろ．ろ，７）
－12ろー






f 5. 5 1　）
（ろ.ろ.2）
が成立する整数倍変換か可能である。したがって，その後，非整数倍の拡大サイズ























































　　0. 7 5くβく１． ５
となる。























































































































　制御情報量ＱＡ＝（4＋5）・NA-h 6 4　　　　　　　　　　　　　　( 3. 4 2 )
　　　　　　　　＝９●ｙＡ＋６４
　〔方法Ｂ〕







言べ四 ０ １ ２ ５ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ろ １４
Ａ 99 ５２ ２５ １ろ ８ ５ ２ ２ ，１ ０ １ ０ ０ ０ ０
Ｂ ４８ ２７ ２７ ２１ ２１ １５ ８ ９ ４ ２ ５ １ １ ０ １
’
Ｃ





言 最大修正点，数 平均修正点　　数 固定長方式の制御情報量（ビット/文字） 可変長方式の制御情報量（ビット／文字）
Ａ １０ 1.1 8
　　　　　　　　　　　　曇
1 5 4 ( 0. 5 5 )
　　　　　　　　　　　　　そ
７ A.6 2 ( 0.2 6 )
Ｂ １４ 2.8 2
　　　　　　　　　　　　曇
1 5 8 (■0.5 5 )
　　　　　　　　　　　　　曇
5 7. 3 8 f 0. 1 9 )
Ｃ １５ 5. 2 2
　　　　　　　　　　　曇
1 2 5 C 0. 4 5 )
　　　　　　　　　　　　　曇




























































































































とし, TO=: 5 ２， M= 4 8とすれば，変換速度は縮小変換，拡大変換に対してそれぞ
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Ｉ ｜ ｜






































































ｌ ｉ ｜ １




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































■ ･ １ ｜




- - - -
１ １ ｌ















































■ Ｉ ? ●
・


















































１ ｜ ｜ ｉ
n






































































ｙ　４ ０ 0.ろ １７ ６．１ 3.5
５ 2.2 4.5 １８ 5.0 2.9
６ 2.8 5.1 １９ 2.2 3.5
７ Ｒ４ 1 0.6 ２０ 1.7 1.6
８ 6.1 6.4 ２１ 1.7 1.9
？ 5.0 4.2 ２２ 2.2 1.6
１０ 1 0.6 3.9 ２５ 1.1 2.9
１１ ＆９ Ｚ４ ２４ 0.6 2.3
１２ Ｒ４ 7.1 ２５ 2.2 2.6
１ろ 5.6 5.8 ２６ 1.7 3.2
１４ Ｚ２ 4.8 ２７ 1.7 2.ろ
１５ 6.1 4.2 ２８ 0.6 1.6
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　　　横直線：{(/-1.み).(/-I. ノバ）｝ (4.5 )
　　⑥　たくｙく/ｙく/eなら
　　　横直線：{(/-I. /j). (/-1, J/)}　　　　　　　　　　　　　　　　(4.6 )
　　　横直線：{(/-1 ，//), ( 7-1, Je ) }　　　　　　　　　　　　　　　　（４．７）
　　○　ｙく/ｓ≦ｙく/g　なら




















































































弓 一一 　ろＪｒ（lｕi ，Ｊ）
瓦＝１
( 4. 11 )
　　　　　　　/= 1 , 2 , 5 , 4
を求め，集合（j’l ，P2 ，P3 ，？，）と集合( 0,1,2,1)の間に巡回置換が存在すれば，
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( 4. 14 )
( 4. 15 )




















　すなわち，式( 4.15 ) , (4. 14 ）で表わされる黒ラｙの構成画素をa ( /. / )とする
とき
　　max ( Js＼・み２）くJIくm in (JeしＪｅ２）　　　　　　　　　　　　　　(4.17 )
の範囲に対して
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　すなわち，式（4. 1ろ) . ( 4.14 ) , ( 4.1 5 ) , ( 4.16 )として抽出された縦,横直線に
対して，次の縦，横直線が抽出される。












・縦直線；｛（Iｓk　， Jfc），（Ｉｅｋ,Jk）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4. 25 )
　　こs,で，み＝ゐ－１










・横直線；｛（ｈ! ，Ｊ。■k'),(Ik≒Ｊｅｌｃ’）｝　　　　　　　　　　　　　　　　（4. 26 ）
　　　　　　　ん' = 1.2,……，ん
・縦直線；｛（Iｓfc　. Jk), (Iek.み）｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 4.27 )
　　　　　　　i= 1 ,2, ,ひ
　この時，線端飾りの種類の識別と付加位置は以下のようにして求めることができる。





































( 4. 52 )
(4)




　　　　　a (/a' - 1 . Jek' - 2)= 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４．ろろ）





　　　　　a ilk' －2．Ｊｅｋ’－ろ)(±)a(Ik'－2 ，ＪeA' -1 )c a (/≪lt'-1, /≪Jt'-4 )
　　　　　　　@a (Ik' －ろ，Ｊ ek' -2 ) = 1　　　　　　　　　　　　　　　　　（4.ろ4）
　　　　　　（（Ξ）は論理和を表わす）
ならば，「小５ろこ」













( 4. 56 )
（4.ろ7）
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図4. 10　変換明朝体の例（その１）
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:for a' ( i, j )くＴＨ
; fo7･a' (i. j )≧ＴＨ （5.ろ）
　　　　　　　　　(１≦ら　ｊ≦３２)






































































　　　図5.8にラソの例を示す。この図はろ本の縦ラソa , b 1 cと２本の横ラソｄ，ｅで


























































































































　　式( 5. 5 )で与えられるラソの中の任意のラソ
｛（iｙ．k’、jｓ､ｊ）、(te.i'. i､ｙ）｝
に対して，次の２つの条件を同時に満たすラソ
{ ( is.k″， 3ｓ，　k″), ( ie,k″. Je, k″）｝







( 5. 6 )
( 5. 7 )
（5.8）
( 5. 9 )
以上の構成条件を満足するラソ群に対して，ラソ群の最大幅ｑを次で定義する。
































































































　　Yk = Xk'(is,k十几,１）／２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 1 5 )










































































ﾌ:）．゜ａ･2a;{ is, k } ―min { is.k }














































































　　　　　　{ ( mt n (らＪ），叫心jい) . ( max (.ie, k 'I十△，ｍび（ぬ））｝
























































































































































































































































( 5. 2 2 )






























































































































































































































































































































































































（η= 0.6 7 )
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　　　「勘」，「坊」について，それぞれ－0.05（－0.ろ2 ) . 0.ろろ( - 0.4 7 ) ,
















　　　　　　{ ( M.　３ぺ). ( i2' h) }　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 5.2ろ）
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と斜線，曲線部の黒画素の座標
















( 5. 2 5 )
( 5. 2 6 )









　　図5. 1 6に示すゴシック体から明朝体への変換処理では式( 5.1 ?,）として抽出さ
　れた縦直線
　　　　　　Iv ', { C iハ，八). (iev.几）｝　　　　　　　　　　　　　　　( 5. 2 7 )















h ＼{ ( u. j八), (U, jeh ) }
　ん= 1 . 2 . ･･･．召
( 5. 2 8 )
　に対して次の処理を行左う。ただし，式( 5. 2 7 ) , ( 5. 2 8 )でＶ　. Ｈはそれぞれ
　漢字パターこ／内で抽出された縦直線と横直線の個数である。
　（i）横直線は式( 5. 2 8 )で与えられる線幅１画素の直線を発生する。
　印　縦直線は式( 5. 2 7 )で与えられる直線を左側とする線幅２画素の縦直線を発生
　　する。






　（i）縦，横直線の両端の座標を式( 5. 2 5 ) . ( 5. 2 6 )に従って座標変換する。
　印　変換された縦，横直線の両端の座標を用いて線端飾りを付加する。






























































































































走査範囲1 7 0 niQi^72 imn







































｛（ １･。ｋ，n ). ( ilk, h ) }





















A, = -　．．、　“　　!;１ （Ａ． ５）








　　　　　-( is■k-^ )・らい（２らJt-1 ) } /6
ｓ＝ぞ（i,ん一乱1＋1）






















































































































　（２－１）長谷川実郎：”漢字処理装置”，情報処理, Vol . 1 9 , No. 4 , pp.ろ５０
　　　　　　　～ろ5 8(1978).
　（２－２）渡辺定久：”漢字入力装置”，信学誌, Vol. 6 3 , No. 7 , pp. 7 0 7～
　　　　　　　7 12(1980).
（ろ）文字認識技術の概説記事としては，例えば
　（５－１）森健一：”印刷文字の認識技術”信学誌, pp . 1 0 7～1 1 5 , Vo 1 . 6 1 ,
　　　　　　　No. 2 ( 1 9 7 8 ) .
　（ろ－２）安田，他：”手書文字の認識”，信学誌, pp. 1 1 5～1 2 4 , Vol . 6 1 ,





　　　　　　　１　0 , No. 5 , pp.285～２９ろ（１　9 6 9).
　（４－２）禰津，大森：”漢字パターン０データ圧縮”，信学会電子計算機研究会資料，
　　　　　　　EC70-51 (1 971　．ろ）．
　（４－ろ）黒崎悦明：”高速漢字プリンタシステムについで，情報処理, Vol. 1 6 ,
　　　　　　　No . 9 , pp.802～8 0 7(1　9 7 5).
　（４－４）谷口，森：”漢字ドットパターンの圧縮の一考察”，信学技報, I E 7ろ－
　　　　　　　5 1(19 7 5).
　（４－５）森克己：”漢字パターン処理”，（パターン生成，パターン変換，データ圧
　　　　　　　縮）”，昭５５電気四学会連合大会予稿，ろ0-4, (1980).
（５）長谷川実郎：”パターン合成による浹字入出力処理”，情報処理, Vol. 1 6 , No.
　　　　9 , pp . 8 0 8～8 17(1975).
－22ろー
／
（　6）　H.Ishida, S.Furukawa　:　’ Synthes is　and　Display　of　Kani ｉ　by　Unit















　　　　文誌. Vol . 2 0 , No, 2 , pp. 9 9～10 4(1979).
(14)祢津孔二：”画素間の相互情報を利用した文字パターンの符号化法”，信学論, Vol







(18)　Ｓ． Yaj ima , J ．Ｌ.Goodsel ｌ, T. Ichida , H.Hiraishi　：　”DATA COMPRESS ION
　　　　OF　KANJI　CHARACTER　PATTERNS　DIGITIZED ON THE HEXAGONAL
　　　　MESH”，　IEEE　T rans . on Pattern Analysi s and Machine　Inte 11igence ,Vol.





　　　　大会予稿,11-ろ( 1 9 7 9 )o
(21)佐橋，堀口：”漢字パターンの伝送圧縮に関する一検討”，昭５４信学総全予稿，
　　　　No.1090(i979)n
（２２）佐橋，堀口：”漢字パターンの伝送圧縮に関する一検討”，信学技報, Vol . 7 9 ,
　　　　No.16, IB79-5(1979.4).
（２ろ）広山，谷口，堀口，服部：”高速ファクシミリ応答方式一高速ファクシミリ受信機の
　　　　漢字プリンタヘの適用－”，画像電子学会誌, Vol. 6, No. 2, pp. 5 8～６６
　　　　(19 7 7).
(24)谷口，森：”漢字ドットパターンの圧縮のー考察”，信学技報, I E 7ろ－５１
　　　　(19 7ろ）．
（２５）谷口，森：”画素形漢字パターン圧縮の一方法”，信学論, Vo1. 5 7 - D , No . 6 ,
　　　　pp ･ろ７６～ろ８ろ( 1 9 7 4 )o
(26)原田威男：”新聞用ディジタル・フォントの製作”，印刷雑誌，ｖｏに６ろ，２，
　　　　pp . 5 5～60(1 980)o
（２７）森克己：”画素形漢字パターンのデータ圧縮に関する二，三の考察”，信学論, Vol .
　　　　６ ４ -D , No. 7 , pp . 6 1 7～624(i98i)o
（２８）森克己：”ドット漢字パターンートリスの次数変換法”，信学論, Vol. 6 ０－Ｄ，




　　　　法, Vol. 7 9 , No. 1 ６，Ｉ E79-2(i979.4)o
（ろ１）福来，及川，萬代，小島，斉藤，安西：”漢字処理システムのハードウェア”，日立
　　　　評論, Vol.60,No.5(i978-5)o
（ろ２）井上栄：”漢字パターンのディジタル的補間拡大についで，信学技報, E 0 7 7 -
　　　　2 6 ( 1 9 7 7 )o

















　　　　ビジョン学会19 8 1年全国大会予稿. 1 6 - 7o
（４２）塩野，真田，手塚：”明朝体漢字バターンからゴシッタ体漢字パターンへの変換法”，
　　　　昭５６年度画像工学コンファレンス4 - 5 ( 1 9 8 1 )o
（４ろ）百瀬，藤村：”構造情報を利用した明朝体漢字パターンの発生法”，第１１回画像工
　　　　学コンファレンス○
（４４）吹抜敬彦：”漢字パターンのデータ圧縮の一方式― Mod i fi ed Stroke方式－”，
　　　　昭５５信学総全予稿, No. 1 １０９( 1 9 7 8 )o
（４５）小田，福森，金出：”マン・マシン対話方式によるドット文字，ドットパターン作成
　　　　方式とその実施例”，情報処理, Vol . 1 6 , No. 8 , pp. 6 8 5～６９１
　　　　( 1 9 7 5 )o
(46)小畑，風間，伊藤：”漢字パターン処理システム”，昭５１信学総全予稿, No.
　　　　１１ろろ( 1 9 7 6 )o
（４７）松林，竪月：”漢字・図形作成管理システム”，昭５６信学総全予稿, No. 1 2 0 4
　　　　( 1 9 8 1 )o
（４８）小谷，大迫，安孫子：”各種漢字パターン・メモリの実例とその得失”，日経エレタ





　　　　第１０号, pp. 9 0 9～91 2(1 980)o
(51)広山，谷口，堀口：”ファクシミリ受信機の漢字プリンタヘの適用”，画像電子学会
　　　　予稿74-01-4(1 974)o
（５２）磯崎，大越：”キャプテンシステム”，信学誌, Vol . 6 4 , No. 8 , pp. 8ろ４～
　　　　　8 4 0(1981　）Ｏ
（５ろ）　Katum i　MORI ，Masakazu　NAQURA :　”Ａ Data　Compress ing　Method　for　Dot
　　　　Matriχ　Patterns　of　” Kani i　”Characters　” , Review　of　the　E lectr ical
　　　　Oommunicat ion　Laborator i es , Vol . 2 4, Nos . 1 ― 2 , pp.1　0 6－1　1　4




　　　　会予稿, No . 1 5 8 ( 1 9 7ろ）Ｏ
(56)佐藤，鈴木，下村：”漢字パターン圧縮記憶の一方法”，昭４９信学全大予稿, No.
　　　　　129i(1974)o
（５７）野村，小池：”日本語文字発生方式”，情報処理, Vol . 2 1 , No. 1 1 , pp.
　　　　　１１ろ６～１ １ ４ ２ ( 1 9 8 0 ) o
（５８）森，名倉：”画素形文字パタｙデータ圧縮法”，研究実用化報告，第２４巻，第５号
　　　　　pp. 9 2 7～940(1975)
(59)　THOMASS.HUANG ：　”Coding　of　Two ―Tone　Images　” ， IEEE　TRANS.ON
　　　　　COMMUNICATIONS , VoL. COM - 2 5 , No ．１　1, pp. 1　４０６～１　４２４
　　　　　( 1 9 7 7 )o
(60)若原，山崎，寺村，中込：”変化点相対アドレス符号化によるファクシミリ信号のデ
　　　　　ータ圧縮”，信学技報, C S 7 4 - 1 1 5 ( 1 ９ ７４－１ １ ）Ｏ
(61)　TOYOMICHI　YAMADA ：　”Edge ―Di fference　Coding －’ＡNew , B ff icient
　　　　　Redundancy　Reduct ion　Technique　for　Pacs i m i1e　S ignal s　”， IEEE　TRANS .














　　　　仝予稿, No. 972(1 977)0
（６９）清水，吉田：”漢字パターンの縮小方式”，昭５６信学総全予稿, No. 1 ４０５




（７２）森克己：”漢字ドットートリッタスの次数変換法”，信学技報, I E 7 6 - 8 1
　　　　(19 7 7,2)
（７ろ）　中野，中田：”周辺分布とそのスベタトルによる漢字の認識”，信学論, Vol .　５６
　　　　-D , No. 3 , pp. 1 4 6～１５ろ（１　９７ろ）Ｏ
（７４）森克己：”出力技術としての漢字パターン処理”，情報処理, Vol. 2 2, No. ７，
　　　　pp.650～656(i98i)o
（７５）南，富永：”漢字パターン発生方式におヽけるストローク情報の拡張”，昭５５信学会






　　　　No. 1　0, p. 6 9 1 ( 1　9 7 5 )o　　　　　　。
（７８）　中野，森：”漢字パタンにおヽけるストローク情報抽出法に関するー考察”，昭５４信
　　　　学総全予稿, No. 1088(1979)。




（８１）　K. Mori , H.Nakano　：　”COMPUTER　AIDED　DES IQN　OP　DOT　MATRICES
　　　　FOR　KANJ Ｉ　CHARACTERS ”， IV　th　IJOPR , pp. 8 2 9～８ろ１
　　　　( 1 9 7 8 )o
－229－
